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「
第
24
回 

令
和
７
年
度
通
常
総
会
」
の
も
よ

う
　
　

工
業
会 
日
本
万
引
防
止
シ
ス
テ
ム
協
会
が
令
和
７
年
度
通
常
総
会

　
　
　
　

防
犯
民
主
主
義
実
現
の
旗
の
下
　
協
働
防
犯
へ
の
研
鑽

　
工
業
会 

日
本
万
引
防
止
シ

ス
テ
ム
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
、
稲

本
義
範
会
長
）
は
、
６
月
６
日

に
「
第
24
回 

令
和
７
年
度
通

常
総
会
」（
テ
ー
マ
：
防
犯
民

主
主
義
実
現
の
旗
の
下
　
協
働

防
犯
へ
の
研
鑽
）
を
主
婦
会
館

プ
ラ
ザ
エ
フ(

東
京
都
千
代
田

区)

で
開
催
し
た
。

　
第
１
部
総
会
は
９
階
ス
ズ
ラ

ン
で
行
わ
れ
、
会
長
挨
拶
、
議

長
選
出
と
続
き
▽
第
１
号
議

案
：
令
和
６
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
の
件
▽
第
２
号
議

案
：
令
和
７
年
度
職
業
専
門
委

員
の
選
出
▽
第
３
号
議
案
：
令

和
７
年
度
組
織
・
人
事
の
件
▽

第
４
号
議
案
：
令
和
７
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算
の
件
の
す

べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　
稲
本
会
長
の
挨
拶
要
旨
は
次

の
通
り
。

　
当
工
業
会
の
主
眼
は
「
防
犯

民
主
主
義
実
現
の
旗
の
下
　
協

働
防
犯
へ
の
研
鑽
」
に
置
い
て

い
る
点
で
す
。
理
事
会
で
の
毎

回
の
勉
強
会
、
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
検
定

講
習
会
、
推
奨
顔
認
証
シ
ス
テ

ム
検
定
、
科
学
保
安
検
定
講

習
会
、
デ
ー
タ
ガ
バ
ン
ナ
ン

ス
や
個
人
情
報
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

東
京
と
大
阪
で
の
公
開
セ
ミ

ナ
ー
、
第
１
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ

ミ
ナ
ー
で
の
子
供
た
ち
と
の
ゲ

ル
マ
ニ
ウ
ム
ラ
ジ
オ
作
り
な

ど
、
毎
月
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。結
果
的
に
そ
れ
ら
は
、

業
界
全
体
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に

な
り
、
会
員
間
の
交
流
や
取
引

が
目
に
見
え
て
増
え
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
実
際
、
掲
示
を
義

務
付
け
て
い
る
Ｅ
Ａ
Ｓ
ス
テ
ッ

カ
ー
の
出
荷
数
は
前
年
の
１
・

７
倍
に
ア
ッ
プ
、
顔
認
証
シ
ス

テ
ム
の
こ
の
５
年
で
５
・
７
倍

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
本
年
度
は
そ
の
良

き
流
れ
を
未
来
へ
の
紡
い
で
い

け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
誰
も
が
安
全
安
心

を
等
し
く
享
受
で
き
る
防
犯
民

主
主
義
の
実
現
に
向
け
て
、
覚

悟
を
も
っ
て
臨
む
と
い
う
こ
と

で
す
。
経
済
産
業
省
指
定
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
の
工
業
会
と

し
て
、
内
閣
府
の
個
人
情
報
保

護
委
員
会
の
認
定
個
人
情
報
保

護
団
体
と
し
て
、
法
を
順
守
す

る
こ
と
は
第
一
義
と
考
え
ま
す

が
、
そ
れ
よ
り
も
上
位
に
位
置

す
る
の
が
、
法
の
改
正
時
に
そ

の
民
主
的
プ
ロ
セ
ス
に
参
画
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
際
、
必
要

と
さ
れ
る
内
容
や
考
え
を
法
に

織
り
込
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
提

案
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

国
が
方
針
を
示
せ
な
い
時
は
、

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
が
素
案
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
案
を
冊
子
と
い
う
形
式
で

発
表
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
我
々
は
民
主
主

義
、
立
憲
主
義
、
文
民
統
制
の

プ
ロ
セ
ス
を
根
幹
に
お
き
、
大

義
が
あ
れ
ば
前
例
の
無
い
こ
と

も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
新

た
な
道
を
作
る
こ
と
で
産
業

的
・
社
会
的
役
目
を
次
の
時
代

へ
と
恩
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

リ
ス
ク
か
ら
逃
げ
る
の
で
は
な

く
、
リ
ス
ク
に
立
ち
向
か
っ
て

こ
そ
、
未
来
へ
の
活
路
が
見
い

だ
せ
る
の
で
す
。
皆
様
、
防
犯

民
主
主
義
の
砦
と
し
て
の
工
業

会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
に
引
き
続
き
の
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
◇

　
第
１
号
議
案
「
令
和
６
年
度

事
業
報
告
」
で
の
事
業
概
要
は

次
の
通
り
。

　
み
な
さ
ま
の
お
蔭
を
持
ち
ま

し
て
６
月
３
日
で
設
立
24
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
は

平
成
30
年
に
は
経
済
産
業
省
よ

り
Ｅ
Ａ
Ｓ
と
防
犯
カ
メ
ラ
分
野

の
工
業
会
認
定
を
受
け
、
令
和

２
年
９
月
に
個
人
情
報
保
護
委

員
会
認
定
の
認
定
個
人
情
報
保

護
団
体
と
な
り
、
万
引
防
止
シ

ス
テ
ム
関
連
に
従
事
す
る
あ
ら

ゆ
る
企
業
が
参
画
す
る
産
業
団

体
に
成
長
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
最
近
の
犯
罪
の
状
況

で
す
が
、
令
和
４
年
に
は
20
年

連
続
で
減
少
し
て
き
た
全
国
の

刑
法
犯
認
知
件
数
が
増
加
に
転

じ
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
に

続
き
令
和
６
年
度
は
さ
ら
に
悪

化
し
、
特
に
青
少
年
（
触
法
少

年
含
む
）
検
挙
・
補
導
数
令
和

４
年
対
比
36
％
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
盗
品
の
換
金
先
の
な
ん

と
55
％
が
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
と
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ

て
お
り
、
結
果
的
に
オ
ン
ラ
イ

ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
が
泥

棒
市
場
と
化
し
て
い
る
感
が
あ

り
ま
す
。

　
万
引
の
特
性
と
し
て
は
、
高

齢
者
の
常
習
万
引
、
セ
ル
フ
レ

ジ
不
正
の
顕
在
化
、
組
織
的
万

引
で
高
額
被
害
事
案
が
増
加
す

る
な
ど
、万
引
犯
罪
の
複
雑
化
、

国
際
化
、
悪
質
化
が
ま
す
ま
す

目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
①
そ
の
対
策
に
向
け
て
、
７

月
に
第
８
回
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
検
定
講

最
初
に
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
稲
本
義
範
会
長
が
挨
拶

し
た

来
賓
挨
拶
し
た
総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局
電
波

部
電
波
環
境
課
課
長
補
佐
の
水
井
健
太
氏

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
進
化

す
る
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
の
安
全

利
用
の
た
め
の
第
５
回
推
奨
顔

認
証
シ
ス
テ
ム
検
定
を
９
月
に

実
施
し
、
第
４
回
科
学
保
安
検

定
講
習
会
を
11
月
に
開
催
し
ま

し
た
。

　
②
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

５
月
の
公
安
調
査
庁
の
講
師
に

『
最
新
版 

サ
イ
バ
ー
情
勢
を
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
』実
施
し
ま
し
た
。

11
月
に
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
デ
ー
タ
ガ
バ

ナ
ン
ス 

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
合

宿
を
行
い
、
Ａ
Ｉ
（
画
像
と
文

字
）
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め

の
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
・
告
知
と
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
・
熱
海
小
嵐
宣
言
を
作

成
し
ま
し
た
。
６
月
に
「
Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｓ
個
人
情
報
保
護
指
針
第
４

版
徹
底
理
解
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
。
７
月
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
個
人
情
報
保
護
指
針
第
４

版
発
出
。
３
月
４
日
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
シ
ョ
ー
２
０
２
５
の
Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｓ
特
別
セ
ミ
ナ
ー「
Ａ
Ｉ（
映

像
等
）
に
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
織
り
こ
む
重
要
性
」
を
開
催

し
、
多
く
の
皆
様
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
③
国
土
交
通
省
等
の
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
４
月

に
『
交
通
機
関
と
関
連
店
舗
の

保
安
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。
７
月
に
約

６
４
０
名
の
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア

幹
部
が
参
加
さ
れ
て
い
る
ペ
ガ

サ
ス
政
策
セ
ミ
ナ
ー
で
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
の
活
動
を
ご
説
明
し
ま
し

た
。
８
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１

回
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
「
電

波
っ
て
す
ご
い 

ゲ
ル
マ
ニ
ウ

ム
ラ
ジ
オ
手
作
り
セ
ミ
ナ
ー
」

に
は
18
名
の
子
供
達
と
そ
の
保

護
者
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
社
会
か
ら
の
要
請

や
会
員
各
位
の
希
望
を
よ
く
よ

く
確
認
し
、
安
全
・
安
心
た
め

に
向
け
た
、
つ
な
が
り
の
輪
を

地
域
や
世
代
を
超
え
て
構
築
し

て
参
り
ま
す
。

万
引
撲
滅
・
ロ
ス
対
策
を
通
し
て
、
犯
罪
に
強
い
持
続
的
社
会
の
実
現
に
向
け
て
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
役
割
を
果
た
そ
う

　
第
２
号
議
案
「
令
和
７
年
度

職
業
専
門
委
員
の
選
出
」で
は
、

昨
年
度
に
続
き
、
業
界
に
長
ら

く
貢
献
し
後
進
の
模
範
と
な
っ

て
い
る
人
た
ち
を
「
職
業
専
門

委
員
」
に
認
定
し
た
。

　
会
員
の
増
減
で
は
、
正
会
員

入
会
５
社
（
企
業
警
備
保
障
、

セ
ー
フ
ィ
ー
、
ダ
イ
ワ
通
信
、

Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
、
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
）、

賛
助
会
員
入
会
３
社
（
ア
ス
タ

リ
ス
ク
、
パ
ト
ラ
イ
ト
、
ボ
ッ

ク
ス
・
ワ
ン
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
４
号
議
案
「
令
和
７
年
度

事
業
計
画
」
の
要
旨
は
次
の
通

り
。

　
万
引
撲
滅
・
ロ
ス
対
策
を
通

し
て
、
犯
罪
に
強
い
持
続
的
社

会
の
実
現
に
向
け
て
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

の
役
割
を
果
た
そ
う
！

　
防
犯
民
主
主
義
実
現
の
旗
の

下
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
機
器
と
防
犯
カ
メ

ラ
と
ロ
ス
・
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン

推
進
の
た
め
の
工
業
会
と
し

て
、「
万
引
犯
罪
を
さ
せ
な
い

店
舗
作
り
」の
推
進
を
通
じ
て
、

流
通
業
界
の
健
全
な
経
営
、
ま

た
青
少
年
の
非
行
防
止
や
高
齢

者
等
の
孤
立
防
止
、
さ
ら
に
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
と
い

う
産
業
的
、
社
会
的
役
割
を
果

た
す
べ
く
活
動
し
て
参
り
ま

す
。

　
本
年
度
も
当
工
業
会
で
は
、

以
下
の
観
点
で
事
業
及
び
各
対

策
を
強
化
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　
テ
ー
マ
：
防
犯
民
主
主
義
実

現
の
旗
の
下 

協
働
防
犯
へ
の

研
鑽

　
①
工
業
会 

日
本
万
引
防
止

シ
ス
テ
ム
協
会
の
認
知
度
Ｕ
Ｐ

の
た
め
ユ
ー
ザ
ー
団
体
様
や
関

係
機
関

と
の
連
携
強
化
並
び
に
会
員
増

強　
▽
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

２
０
２
６
に
ブ
ー
ス
出
展
、
セ

ミ
ナ
ー
開
催 

２
０
２
６
年
３

月
３
日
～
６
日

　
▽
第
３
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
「
現
地
で
学
ぶ
復
興
支
援 

～
共
に
生
き
る
～
」
８
月
１
日

開
催
〈
新
〉

　
▽
２
０
２
６
年
10
月
開
催
の

第
22
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
小
売
業

者
大
会
（
東
京
大
会
）
へ
の
協

力
〈
新
〉

　
▽
先
端
設
備
等
に
係
る
生
産

性
向
上
要
件
の
証
明
証
発
行
の

工
業
会
活
動

　
②
万
引
防
止
シ
ス
テ
ム
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

広
報
活
動

　
▽
通
常
総
会
記
念
講
演
会
＆

大
プ
レ
ゼ
ン
大

会
「
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ

２
０
２
５
」
開

催 

６
月
６
日

〈
新
〉

　
▽
２
０
２
５

年
度
ロ
ス
対
策

年
間
チ
ャ
ー
ト

の
制
作

　
▽
日
経
万
引

対
策
ビ
デ
オ

視
聴
と
年
間

チ
ャ
ー
ト
活
用

セ
ミ
ナ
ー
４
月

３
日
開
催

　
▽
新
聞
や
雑

誌
な
ど
へ
の
運

用
事
例
の
強

化
、
工
業
会
Ｆ

Ｂ
や
メ
ル
マ
ガ
で
の
各
社
紹
介

　
③
万
引
防
止
シ
ス
テ
ム
の
知

識
向
上
の
た
め
の
研
修

　
▽
15
分
勉
強
会
／
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

メ
ー
ル
／
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
／
Ⅹ
／
新
聞
連
載
等
で

の
情
報
提
供

　
▽
第
５
回
科
学
保
安
講
習
会

開
催
９
月
25
日 

第
５
回
科
学

保
安
前
講
習
８
月
（
ネ
ッ
ト
で

自
己
学
習
）

　
▽
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な

ど
の
医
療
機
器
装
着
者
と
共
存

を
図
る
た
め
の
活
動

　
▽
Ｅ
Ａ
Ｓ
ス
テ
ッ
カ
ー
や
Ｅ

Ａ
Ｓ
導
入
店
表
示
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
普

及
促
進
、
北
大
で
の
干
渉
テ
ス

ト
の
継
続
実
施

　
④
無
人
店
舗
な
ど
の
Ｄ
Ｘ
推

進
と
Ｌ
Ｐ
両
立
の
た
め
の
調
査

　
▽
Ｄ
Ｘ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

リ
テ
ー
ル
Ａ
Ｉ
の
研
究
施
設
の

宮
若
ツ
ア
ー
２
日
間
コ
ー
ス
：

９
月
～
10
月
〈
新
〉

　
▽
Ａ
Ｉ
関
係
や
Ｄ
Ｘ
推
進
の

団
体
や
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
の

連
携

　
⑤
機
器
の
信
頼
性
ア
ッ
プ
の

た
め
の
対
策
推
進

　
▽
第
６
回
推
奨
顔
認
証
シ
ス

テ
ム
検
定
の
審
査
５
月
募
集
開

始 

試
験
日
：
７
月
22
日
～
７

月
23
日

　
▽
「
店
舗
の
カ
メ
ラ
設
置
標

準
例
」
と
「
店
舗
の
制
服
警
備

（
立
哨
・
巡
回
・
接
遇
）」
の
冊

子
作
成
〈
新
〉

　
▽
電
波
法
、
電
安
法
な
ど
の

関
連
の
情
報
収
集
と
知
識
習
得

　
⑦
解
除
器
の
盗
品
流
通
防
止

活
動

　
▽
ネ
ッ
ト
等
の
個
人
へ
の
販

売
中
止
依
頼
と
各
社
サ
イ
ト
で

の
簡
易
解
除
器
の
削
除
の
継
続

　
⑧
万
引
防
止
シ
ス
テ
ム
関
係

に
係
る
関
係
法
令
対
策
活
動

▽
個
人
情
報
保
護
法
対
応
と
個

人
情
報
保
護
委
員
会
へ
の
調
査

等
協
力

▽
い
わ
ゆ
る
３
年
ご
と
見
直
し

に
向
け
て
の
業
界
・
自
社
の
取

組
み
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
開
催
５
月

13
日
開
催
〈
新
〉

　
⑨
業
界
発
展
を
目
的
と
し
た

調
査
、
提
案
等
の
活
動

　
▽
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
推
薦
製
品
認
定

の
た
め
の
検
定
制
度
の
継
続

　
▽
企
業
間
の
協
働
防
犯
の
推

進
！
即
時
情
報
や
分
析
デ
ー
タ

の
共
有
を
ネ
ッ
ト
も
含
め
て
進

め
る
。

　
▽
海
外
か
ら
来
ら
れ
た
新
た

な
仲
間
の
紹
介
の
強
化

　
▽
ロ
ス
・
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン

教
育
の
推
進
（
ロ
ス
対
策
士
合

格
者
報
奨
制
度
、
新
テ
キ
ス
ト

第
２
部
記
念
行
事
の
大
ブ
レ
ゼ
ン
大
会
の

も
よ
う

無
償
配
布
な

ど
）

　
▽
２
０
２
６

年
度
の
職
業
専

門
委
員
の
発
表

　
⑩
所
轄
官
庁

は
じ
め
関
連
諸

団
体
と
の
連
携

強
化

　
▽
電
波
及
び

機
器
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

は
、
総
務
省
・

経
済
産
業
省
・

厚
生
労
働
省
等

と
連
携

　
▽
万
引
防
止

活
動
に
関
し
て

は
、
警
察
庁
・

都
道
府
県
警

察
・
全
国
の
万
引
防
止
団
体
等

と
連
携

　
　
　
　
　
◇

　
続
い
て
新
役
員
挨
拶（
理
事
・

顧
問
）、
新
会
員
紹
介
、
新
任

委
員
挨
拶
、
記
念
写
真
が
行
わ

れ
た
。

　
次
に
感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ

て
ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
を
代
表
し

て
同
社
取
締
役
副
社
長
の
石
田

岳
彦
氏
へ
贈
呈
さ
れ
た
。
コ
ス

モ
ス
薬
品
を
代
表
し
て
同
社
総

務
部
顧
問
の
西
澤
康
雄
氏
へ
贈

呈
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ス
マ
ー
ト

リ
テ
ー
ル
統
括
部
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
の
摺
田
祐
司
氏
へ
贈
呈

さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
続
い
て
職
業
専
門
委
員
挨
拶

の
後
、
来
賓
と
し
て
総
務
省
総

合
通
信
基
盤
局
電
波
部
電
波
環

境
課
課
長
補
佐
の
水
井
健
太
氏

が
挨
拶
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
第
２
部
は
記
念
行
事
の
大
プ

レ
ゼ
ン
大
会
が
９
階
ス
ズ
ラ
ン

で
行
わ
れ
た
。

　
毎
年
行
っ
て
い
た
第
２
部
の

記
念
講
演
を
と
り
止
め
て
、
会

員
各
社
の
15
分
プ
レ
ゼ
ン
提
案

の
大
会
「
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ 

Ａ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｄ 

２
０
２
５
」
を
開
催
し

た
。
審
査
基
準
は
①
小
売
業
で

の
ニ
ー
ズ
②
内
容
・
発
表
の
分

か
り
易
さ
③
内
容
・
話
が
楽
し

い
④
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
観
点
⑤
真
の
防
犯
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
度
。
審
査
員
は
も

の
つ
く
り
大
学
教
養
教
育
セ
ン

タ
ー
の
井
坂
康
志
教
授
ら
。

　
次
に
来
賓
と
し
て
個
人
情
報

保
護
委
員
会
事
務
局
企
画
官
の

長
沼
裕
史
氏
が
挨
拶
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
第
３
部
意
見
交
換
会
（
懇

親
）
は
８
階
ス
イ
セ
ン
で
行
わ

れ
た
。
来
賓
と
し
て
経
済
産
業

省
商
務
・
情
報
政
策
局
情
報
産

業
課
課
長
補
佐
の
籠
寛
之
氏
が

挨
拶
し
た
。
来
賓
と
し
て
国
土

交
通
省
鉄
道
局
総
務
課
危
機
管

理
室
危
機
管
理
室
室
長
の
坪
原

和
洋
氏
が
挨
拶
し
た
。
乾
杯
の

挨
拶
を
日
本
小
売
業
協
会
専
務

理
事
の
湊
元
良
明
氏
が
行
っ

た
。


